
○内の数字は人数 ○内の数字は人数
No

大学名 1 専門学校　ＥＳＰエンタテイメント東京
1 （国）新潟大学 2 大原簿記公務員専門学校新潟校
2 （国）福島大学 人文社会学群経済経営学類 ② 3 温知会看護学院 ②

人文社会学群人間発達文化学類スポーツ健康科学コース 4 ケイセンビジネス公務員カレッジ　
3 （公）会津大学 コンピュータ理工学部コンピュータ理工学科 ③ 5 郡山健康科学専門学校 ②
4 学習院大学 経済学部経営学科 6 国際医療看護福祉大学校　
5 神奈川大学 経営学部国際経営学科 7 国際情報工科自動車大学校 ③

法学部法律学科 8 国際ビジネス公務員大学校 ②　
情報学部情報ﾈｯﾄﾜｰｸ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 9 国際ビューティ＆フード大学校 ③
情報学部情報メディア学科 10 国際ペットワールド専門学校

7 国士舘大学 政経学部経済学科 ② 11 仙台医療・スポーツ専門学校
8 埼玉学園大学 経済経営学部経済経営学科 12 仙台大原簿記情報公務員専門学校 ②
9 作新学院大学 人間文化学部心理ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 13 仙台デザイン専門学校
10 淑徳大学 総合福祉学部教育福祉学科学校教育コース 14 仙台デザイン＆テクノロジー専門学校
11 城西大学 経営学部マネジメント総合学科 ② 15 仙台リゾート&スポーツ専門学校
12 駿河台大学 法学部法律学科 16 竹田看護専門学校　③
13 専修大学 商学部会計学科 17 筑波学園看護専門学校

ネットワーク情報学部ネットワーク情報学科 18 東京スポーツ・レクリエーション専門学校
14 仙台大学 体育学部体育学科 19 東京デザイン専門学校
15 拓殖大学 商学部経営学科 ② 20 東放学園専門学校

政経学部法律政治学科 21 専門学校　東北動物看護学院　
16 千葉商科大学 商経学部経済学科 22 専門学校東洋公衆衛生学院　②
17 東京経済大学 経営学部経営学科　 23 新潟公務員法律専門学校

経済学部経済学科 24 日本調理技術専門学校
18 東京工科大学 メディア学部メディア学科 25 日本電子専門学校
19 東京電機大学 ｼｽﾃﾑﾃﾞｻﾞｲﾝ工学部情報ｼｽﾃﾑ工学科 26 日本マンガ・アニメ専門学校　②
20 東京農業大学 国際食料情報学部食料環境経済学科 27 福島医療専門学校　③
21 東北医科薬科大学 薬学部生命薬科学科 28 横浜スイーツ＆カフェ専門学校
22 新潟経営大学 経営情報学部経営情報学科 29 早稲田美容専門学校
23 新潟食料農業大学 食料産業学部食料産業学科

24 日本大学 経済学部金融公共経済学科

工学部情報工学科

25 白鷗大学 経営学部経営学科 ②
法学部法律学科

26 文教大学 情報学部情報システム学科

＜短期大学合格先一覧＞（１3名）○内の数字は人数

No 短期大学名 学科名
1 （公）会津大学短期大学部 幼児教育学科
2 （公）山形県立米沢女子短期大学 日本史学科

こども学科
ビジネス実務学科

4 郡山女子大学短期大学部 健康栄養学科
地域創生学科
幼児教育学科幼児教育コース ②

5 埼玉純真短期大学 こども学科 ②
6 埼玉女子短期大学 商学科
7 帝京大学短期大学 現代ビジネス学科
8 東京経営短期大学 経営総合学科会計税務コース

　(国)は国立大学法人　　(公)は公立大学法人　

＜進学先＞（９７名）

入試種別 大学 短大 専門学校 計
指定校推薦 24 11 17 52
公募推薦 11 2 4 17
総合型選抜入試 6 0 21 27
一般入試・その他 0 0 1 1

合計 41 13 43 97

3 川口短期大学

6 神奈川工科大学

商学部商業学科

＜四年制大学合格先一覧＞（延べ人数４２名）

専門学校名

学部学科名等

＜専門学校等合格先一覧＞（４３名）

経済科学部総合経済学科

１・２年生のみなさんへ
３年次に合格や内定を勝ち取るためには事前の

準備として情報収集が大切です。そのために進路室
へ足を運んだり、「進路の手引」を活用したりして
ください。進路室には本年度の「求人票」や「指定
校一覧」、「受験報告書」などがあります。「進路
の手引」には先輩達から後輩へのメッセージなどた
めになる内容が掲載されています。進路実現に必要
な事柄を早期に確認し、夢に向かってこつこつと努
力を重ねてください。

３年生のみなさんへ
これから大学入学共通テストや各種試験に臨む

３年生のみなさん、最後の最後まであきらめず、粘
り強く努力を続けていきましょう。

進学決定者は、進学先からの課題に真剣に取り組
み、入学前に必要な基礎学力や知識をできるだけ身
に付けるよう努力してください。

就職決定者には社会人としての基礎学力や言葉遣
いなども勿論ですが、年齢の異なる方々とも話題が
共有できるように、ニュースや新聞などで世の中の
動きについて情報を得る習慣を付けてほしいと思い
ます。


